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? （Voluntary Restraint Agreement）輸出国が意図的に輸出量を規制すること。日本の輸出自主規制は，鉄
鋼以外にアメリカ向けのポリエステル長繊維，カラーテレビ，自動車などにおいて実施されてきた。
? エズラ・Ｆ・ボーゲル「ジャパン・アズ・ナンバーワン再考」TBSブリタニカ，1984年，307，308頁。
? Book-to-Bill ratio，出荷額に対する受注額の割合。米国半導体市場の需給関係を示す指標。1.0が受注と
出荷の均衡点で，1.0を下回ると景気が下降，上回ると上昇局面に入った，と判断する目安となる。
? 村山祐三『アメリカの経済安全保障戦略』PHP出版，1996年，36頁。
? 1981年５月に合意した内容は⑴自粛期間は原則として３年間，ただし２年目は米国市場の拡大に応じて一
定割合を上乗せする。⑵初年度の輸出台数は168万台で通産省が各社別に輸出枠を設定，順守されない場合は
輸出貿易管理令により法的規制を行う，というものである。さらに，当初３年間と決められていた自主規制
は84年185万台，85年230万台と枠を拡大しつつも延長された。
? 『日本経済新聞』2005年８月３日
? 『読売新聞』2005年８月23日
? 『日本経済新聞』2005年６月12日
? 『日本経済新聞』2005年８月18日
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